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（1）　図のような直径 6 m の半球が置かれて

いる。この半球に底面の中心から垂直に

1.8m の高さの位置に等高線を引くことに

する。この等高線がつくる円の半径は

ア . イ m である。

（2）　x4－25x2＋144を因数分解すると

（x＋ ウ ）（x＋ エ ）（x－ オ ）（x－ カ ）となる。

ただし， ウ ＜ エ ， オ ＜ カ とする。

（3）　x が実数のとき，x＞ 5は，x2＞ 5 x であるための キ 。

キ にあてはまるものを下の　～　から選びなさい。

　　必要条件であるが十分条件ではない　　　　必要十分条件である

　　十分条件であるが必要条件ではない　　　　必要条件でも十分条件でもない

（4）　 1から10までの番号をつけた10枚のカードがある。この10枚のカードを1列に並

べる。

このとき，番号1のカードと番号2のカードが隣り合う確率は，

である。

（5）　正六角錐（底面が正六角形で，側面がすべて合同な二等辺三角形の立体）の7つ

の面を赤（せき），橙（とう），黄（おう），緑（りょく），青（せい），藍（らん），

紫（し）の7色すべてを使って塗り分ける方法は，

コサシ 通りある。

（　）内の色の読み方は，虹の7色の覚え方です。
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a を定数とする x の2次関数

y＝ 3 x2＋ 6（a＋ 1）x＋12a＋ 1　　　……①

のグラフを G とする。

グラフ G の頂点の座標を a を用いて表すと

（－a－ ア ， イウ a2＋ エ a－ オ ）

である。

（1）　グラフ G が x 軸と接するのは

a＝

のときである。

（2）　関数①の－ 3≦ x ≦ 1における最小値を m とする。

m＝ イウ a2＋ エ a－ オ

となるのは

ケコ ≦ a ≦ サ

のときである。また，

a＜ ケコ のとき　m＝ シス a＋ セソ

サ ＜a のとき　        m＝ タチ a＋ ツテ

である。

したがって，m＝－ となるのは

a＝－ ，

のときである。
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図は，△ ABC とその内接円，外接円を示している。△ ABC と内接円との接点をそれ

ぞれ点 D，E，F とすると，点 D，E，F は，それぞれ辺 BC，CA，AB の中点であった。

また，内接円の半径が   3 ，辺 BC の長さが6で

あった。

（1）　内接円の面積は， ア πである。

（2）　この△ ABC の内心を I とする。このとき，

IB＝ イ 　 ウ

である。

（3）　図の網掛けの部分の面積は，

エオ π－ カ 　 キ  である。

（4）　△ DEF の周の長さは ク である。

（5）　△ DEF の面積は， である。
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次の表は，平成23年に北九州市の各区内で生まれた子どもの数（単位：人）を出産時の

母親の年齢階級ごとに示したものである。

～19歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳 合計

門司区 14 81 208 244 155 29 1 732

小倉北区 41 220 460 528 296 35 0 1,580

小倉南区 34 245 634 696 389 76 0 2,074

若松区 16 83 163 204 101 16 1 584

八幡東区 8 48 132 173 97 18 0 476

八幡西区 38 289 757 811 477 78 0 2,450

戸畑区 16 61 161 154 78 11 0 481

合計 167 1,027 2,515 2,810 1,593 263 2 8,377

資料：北九州市「平成25年度版衛生統計年報」

（1）　上のデータにおいて，各区の合計に対するそれぞれの階級の割合を求め，比較す

るのに最も適切なグラフは　 ア　である。 　ア　に当てはまるものを，次の　～

　の中から一つ選べ。

　　散布図

　　ヒストグラム

　　帯グラフ

　　箱ひげ図

（2）　門司区における年齢階級データにおいて最も度数の大きい階級の階級値は　 イウ　

歳である。

（3）　小倉北区における年齢階級データにおいて中央値は年齢階級　 エオ　～　カキ　

歳に含まれている。

� （次ページに続く）
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（4）　門司区で生まれ，かつ出産時の母親の年齢階級が20～24歳である子どもの数の，

北九州市全体における割合は，　　　　　　　 である。

（5）　各区において，出産時の母親の年齢でみたとき，20歳代の割合が一番高いのは

　セ　区である。 　セ　に当てはまるものを，次の　～　の中から一つ選べ。

　　小倉南

　　若松

　　八幡西

　　戸畑
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